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令和２年度働き方改革推進支援助成金事業：ＲＦＩＤ第４回委員会議事録 

作成者：事務局 池田 努 

実施日 令和 3 年 2 月 15 日（月） 13：30～16：10 

実施場所 一般社団法人 日本寝具寝装品協会 会議室 

出席者 

計 10 名 
 

・委員 7名 
（2名は Zoom参加） 

・オブザーバー 

3名 

 

(敬称略) 

委員：（7 名：内 2名 Zoom 参加） 

出欠 氏名 会社名・役職 

〇Z 野村 史郎 ＷＡＴＥＸ(株) 代表取締役社長 

〇 丸山 敦司 山甚物産(株)リビング本部 本部長 

〇 西岡 一則 大恵ウール(株)常務取締役 

〇Z 戸次  保  西川(株)大阪オフィス 生産管理・物流部課長 

〇 池島 孝浩 西川(株)東京オフィス システム企画部課長 

〇 奥谷 孝良 一般社団法人日本寝具寝装品協会 専務理事 

〇 池田 努＊ 一般社団法人日本寝具寝装品協会 事務局長 
（〇Z：Zoomオンライン参加、池田 努は事務局 兼務） 

オブザーバー：（3 名：内 1名 Zoom 参加） 

東レインターナショナル（株）瀬尾電子情報材料部 瀬尾 尚也（Zoom 参加） 

（株）ハヤト・インフォメーション 中野啓史 

(株)繊維情報システムセンター 代表 金谷範之 

検討項目 ① J-RFID-SYSTEM への機能追加システムの開発完了報告 

② J-RFID-SYSTEM の普及促進のための現況調査実施報告 

③ 実稼働検証試験・見学会実施報告 

④ ウエビナーによるセミナー（1/21）の実施報告 

⑤ 好事例集制作・普及啓発用Ｗｅｂ用コンテンツ制作報告 

⑥ 今後の J-RFID-SYSTEM の普及に関して 

⑦ 本年度働き方改革推進事業の総括 

 

配布資料 ・ＲＦ資料 4－1：開発システムの機能確認テスト結果表 

・ＲＦ資料 4－2：J-RFID-SYSTEM 認知度調査 

・ＲＦ資料 4－3：実稼働検証試験の結果報告書（抜粋資料） 

・ＲＦ資料 4－4：ウエビナーによるオンラインセミナー実施概要 

・ＲＦ資料 4－5：制作した好事例集・Web コンテンツ 
・ＲＦ資料 4－6：J-RFID-SYSTEM 導入のための調査票 

・ＲＦ資料 4－7：2020 年度事業で実施した事業内容（総括資料） 

（会議の内容） 

令和２年度働き方改革推進支援助成金事業の「ＲＦＩＤ第３回委員会」の開催に当り、ＪＢＡ奥谷

専務理事より下記要旨の挨拶後、委員会が開催された。議事内容・検討内容は以下のとおり。 

【挨拶要旨】 

・本日の委員会も大阪からの野村氏、戸次氏、及びオブザーバーの瀬尾氏はＺｏｏｍで参加し

てもらうことになっている。 

・本日は、事業最後の委員会として 1 月に行った「実稼働検証試験」の実施報告、「ウエビナ

ーによる J-RFID-SYSTEM の成果普及説明会」の開催報告、「制作した好事例集・Web コンテ

ンツ」の報告に続き、事業の総括を行い、今後の J-RFID-SYSTEM の普及に関して検討しても

らう予定である。 

 

 

ＲＦ委４：３ 
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1． J-RFID-SYSTEM への機能追加システムの開発完了報告 

Zoom 参加の瀬尾氏より、J-RFID-SYSTEM への機能追加システムの開発完了に関する報告がなされ

た。 

① 開発は昨年 12 月中旬までに完了し年内に結合テストも終えた。 

② 1/12 からの西川ロジスティクス（株）埼玉センターでのシステム検証試験は「ＲＦ資料 4-

1」にある通り問題なく完了した。 

③ 2/14 の効果検証試験も、問題なく稼働しＪＢＡへ最終納品した。 

 

２．J-RFID-SYSTEM の普及促進のための現況調査実施報告 

調査事業の委託先である（株）繊維情報システムセンター金谷氏より「ＲＦ資料 4-2」に基づい

て、ＪＢＡ加盟企業に対する J-RFID-SYSTEM 認知度調査の結果が報告された。 

① 調査に使用したアンケート票は前回の委員会で説明したとおりで、回答は 36 社からもらった。

4 社には面談調査を行い、聴取した内容を報告書にまとめた。 

② J-RFID-SYSTEM については 22 名中 15 名（68.2％）が知っていた。今回の回答者は比較的 JBA

の活動について知っている人が回答したと思われるので、実際の J-RFID-SYSTEM の認知率は

落ちるが、大体業界関係者の 30～40％程度の人が知っているのではないかと予想される。 

③ RFID 技術については知らないと答えた人は 3 割程度、大体 60～70％の人が RFID についてあ

る程度の知識があると思われる。 

④ J-RFID-SYSTEM の導入の可能性については、回答企業のなかで、すぐに導入したいとする企

業はなく、「メリットや移行方法を検討してから判断したい」とする企業が全体の 30～40％

だと思われる。 

⑤ 以上のことから、J-RFID-SYSTEM のことを広く知ってもらい、導入を検討する企業を増やす

ためには「オンライン説明会」等の開催頻度を上げる必要があると考えられる。 

⑥ JBA の HP については、あまり見られてないことが判明した。ただ今後、業界動向や業界関連

の情報の提供が期待されていると思われる。 

⇒以上の説明を基に、各委員から意見をもらった。出された意見の多くは、以下のようなもので

あった。 

・ウエビナーを使ったオンライン説明会の開催頻度を上げ、認知度を上げる必要がある。 

・制作した J-RFID-SYSTEM の紹介ビデオをＨＰ上にＵＰしダウンロードできるようにして多

くの人に見てもらえるようにする。→近日中に実施する。 

・少しでも導入の可能性のある企業へ個別に働きかける。 

 

３．実稼働検証試験・見学会実施報告 

事務局池田より、1/11～14 に西川ロジスティクス（株）埼玉センターで行った実稼働検証試験・

見学会の報告を「ＲＦ資料：4-3」を基に行った。 

① 試験・見学会の詳細内容は「ＲＦ資料：4-3」に記載したとおり。 
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② J-RFID-SYSTEM を導入すると物流面での効果（処理スピード、マンパワーの削減、ミスの減

少、店頭在庫の把握等これまで出来なかった業務の可視化、他）が大きいことが分かった。 

③ これまでのバーコード読取機をかざして 1 つ 1 つスキャンしていた作業が 5～6ｍ以内のもの

であれば電波を照射するだけで、瞬時に読み取ることが出来るようになる。これにより入荷

検品、在庫把握、棚卸、出荷、返品等の業務の効率は大幅に向上する。 

また、今回の検証作業において返品処理は従来の 1/5以上の、在庫把握は 1/20 以上の作業

時間になると思われる。 

④ 見学会に参加した人はＲＦＩＤの読取の速さと正確性に驚いていた。今後の普及のためには、

実際の処理を見せることも重要だと思われる。 

 

４．ウエビナーによるセミナー（1/21）の実施報告 

事務局池田より、1/21 に実施したウエビナーによる J-RFID-SYSTEM の普及セミナーについて、

「ＲＦ資料：4-4」を基に説明を行った。 

① コロナウイルス感染予防のための緊急事態宣言が出されて外出制限がかかったため、Ｚｏｏ

ｍウエビナーを使ったオンラインセミナーの形で行ったが、受講者にはＪＢＡの意図と J-

RFID-SYSTEM の概要は理解してもらえたと思われる。 

② ただ実施側としては、受講者のその場での反応がつかみにくく、ほとんど一方的に進行せざ

るを得ない点がオンラインセミナーの難しさであることを痛感した。 

③ 今後もＺｏｏｍウエビナーを使ったオンラインセミナーの形でやらざるを得ないので、説明

の仕方について更に検討したい。 

⇒以上の説明後、「ウエビナーを使ったオンライン説明会の開催頻度を上げ、認知度を上げるこ

とが、J-RFID-SYSTEM の普及につながる」といった意見があった。 

 

５．好事例集制作・普及啓発用Ｗｅｂ用コンテンツ制作報告 

好事例集制作・普及啓発用Ｗｅｂ用コンテンツ制作の委託先である（株）繊維情報システムセン

ター金谷氏よりより、今回の事業で制作した「J-RFID-SYSTEM ガイドブック」とＨＰ掲載用コン

テンツについて「ＲＦ資料：4-5」を基に説明があった。 

ガイドブックは 2/19 に 200 部納入予定。 

 

６．今後の J-RFID-SYSTEM の普及に関して（調査票に関して） 

J-RFID-SYSTEM の普及に関しては、これまで様々な検討項目の中で意見が出されたが、J-RFID-

SYSTEM の導入を検討するための「現状を把握し、最適な移行方法や、システム導入により予想さ

れる効果、移行の概算費用等を算出する」ための基礎データを得る質問票として「ＲＦ資料：4-

6」を用意したことを（株）繊維情報システムセンター金谷氏よりより説明がなされた。 

調査票の質問項目に関しては、時間がないことから、e-Mail で各委員が意見を述べることになっ

た。 
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７．本年度働き方改革推進事業の総括 

事業最後の議題として、奥谷専務より「ＲＦ資料：4-7」を基に、今回の働き方改革推進事業で

行った事業内容の説明を行った。 

説明後の今後に向けた対応等に関して、委員より以下の意見が出された。 

① 交付申請書で約束した事業は全て実施した。コロナウイルス禍で委員会の開催等が困難な中、

よくやったと感じている。（奥谷専務理事） 

② あと、ＲＦＩＤシステムで積み残しているのは消費者に対するケア・メンテナンス情報提供

システムである。これは、消費者に対してケア情報や製品の品質情報を提供したり、クリー

ニング事業者とタイアップした羽毛ふとんのリフォームやメンテナンスの情報提供である。 

③ これらの消費者や仲介者に対するケア・メンテナンス情報提供システムこそ、低価格大量販

売事業者との差別化を図るものであり、業界中核卸にとって最も重要なシステムになると思

われる。（全委員の意見） 

④ そのため是非 2021 年度は「ケア・メンテナンス情報提供システム」の構築に向けて動き出し

たい。（全委員の意見） 

 

 

最後に奥谷専務理事より、昨年 10 月から本事業に参加してもらった委員の全員に対して感謝の言葉

があった。 

 

以 上 


